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主催：  北海道英語教育学会 (HELES) 

日時： 2021 年 10 月 3 日（日） 

会場： オンライン（Zoom） 

 
１．日程 

時 間 内 容 詳 細 

12:00-12:30 受付   

12:30-12:50 開会式・総会   

13:00-13:30 研究発表① コロナ禍の同時配信授業とオンデマンド授業に対する 
学習者の認識 

    

北海道英語教育学会 e ラーニング研究会                  
藤井 聡美（北海道大学），小野 祥康（北海道科学大学），山
上 徹（北海道大学大学院生），三ツ木 真実（小樽商科大
学），石塚 博規（北海道教育大学），中村 香恵子（北海道科
学大学），駒木 昭子（北海道教育大学），山田 晃子（藤女子
大学），太田 とも美（北海道大学）  

13:35-14:05 研究発表② フロー体験を促進するタスク・タイプと学習者要因 

    柏 敬太（北海道教育大学附属札幌中学校） 

14:05-14:10 休憩   

14:10-14:40 研究発表③ 授業中の教師の英語使用に対する生徒の意識 

    濱田 裕介（北海道教育大学大学院生） 

14:40-15:10 研究発表④ Suggestions for Vocabulary Instruction in Class: Introducing 
Distributed Learning and Testing Effect 

    

HELES Vocabulary SIG 
Kiwamu Kasahara (Hokkaido University of Education), Norihiko 
Takeuchi (Hokkaido Information University), Hiroya Tanaka 
(Hokkai Gakuen University), Akira Iwata (Hokkaido Musashi 
Women’s Junior College), Kohei Kanayama (Hokkaido University 
of Education)  

15:10-15:20 休憩   

15:20-17:00 特別講演 話すための英文法 英文法指導のパラダイムシフト 

    講師 大西 泰斗 氏  

    東洋学園大学教授 

17:00-17:20 講演質疑応答   

17:20-17:30 閉会式   
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２．特別講演(15:20-17:20) 

演題：「話すための英文法 英文法指導のパラダイムシフト」 

 

講師： 大西 泰斗 氏 

（東洋学園大学教授） 

 

 

講演概要： 

私たちの教育目標には「読む・聴く」だけでなく、「話す・書く」も当然含まれていますが、後者の達成度は

前者に比べ大きく見劣りがするように思われます。この講演ではその原因を「英文法」に求め、検討します。私

の目標は現在「話す」を達成することにありますが、そのためにどういった教育内容が必要となるのかも、併せ

てお話する予定です。  

 

講師略歴：  

東洋学園大学教授。NHK「ラジオ英会話」、NHK「大西泰斗の英会話☆定番レシピ」講師。「一億人の英文

法」（東進ブックス）「総合英語 FACTBOOK」（桐原書店）他、著書多数。

◎大西泰斗先生のラジオ・テレビ英会話講座の放送日程 
   

絶賛放送中 
  ラジオ英会話（NHK ラジオ第 2）： 月曜～金曜 午前 6：45 ～ 7:00 （再放送あり） 
   
 ９月２７日（月）から放送開始！ 
  大西泰斗の英会話☆定番レシピ（E テレ）：月曜～木曜 午後 11：20 ～ 11:30 （再放送あり） 
 
  

予告： HELES 第 1 回研究会 授業実践フォーラムのご案内 
   

テーマ：GIGA スクール構想の現状と教育現場の新しい学び方 
 
１．日  時：2021 年 1１月 14 日（日）13:00～16:15   
２．実施方法：Zoom によるオンライン開催 
３．参加資格：会員，非会員にかかわらずどなたでも参加可能です。 
４．参加費 ：無料 
５． 内容 

(1) 講演「児童生徒一人一台端末を活かした授業づくり」  東京学芸大学准教授 高橋純先生  
(2) 調査研究発表「ヨーロッパの教育と ICT」 北海道英語教育学会 e-learning SIG 
(3) 中学校の実践：「ICT を活用したプロジェクト型授業の実践」 

北海道教育大学旭川校附属中学校 小田可南子先生 
(4) 小学校の実践：「小学校外国語教育における ICT 活用」 

札幌市立中央小学校 松浦 洋己先生  
６．参加申込：下記 URL からお申し込みください。 

締切 1１月 11 日(木)   https://forms.gle/amE6UNpz8n5SEYVi8 
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３．研究発表・実践報告 

自由発表① 13:00-13:30  

コロナ禍の同時配信授業とオンデマンド授業に対する学習者の認識 

北海道英語教育学会 e ラーニング研究会                   
藤井 聡美（北海道大学），小野 祥康（北海道化学大学），山上 徹（北海道大学大学院生），三ツ木 真実
（小樽商科大学），石塚 博規（北海道教育大学），中村 香恵子（北海道科学大学），駒木 昭子（北海道教
育大学），山田 晃子（藤女子大学），太田 とも美（北海道大学） 
HELES e-learning 研究会では、コロナ禍でのオンライン授業における学習者の認識を探る研究を昨年
来継続して行っている。今年度は、コロナ禍のオンライン英語授業において、学習者の満足度の実態を把
握することを主眼とし、オンライン英語授業のうち、同時配信授業とオンデマンド授業との間で、学習者
の授業への認識はどのように異なるかを明らかにすることを目的として調査を実施した。本発表では、同
時配信授業またはオンデマンド授業を受講する北海道内の大学生英語学習者 647 名を対象に、満足度に
関わる３つの観点（エージェンシー、エンゲージメント、評価）に関する質問紙調査を実施し、量的分析
によって得た結果を報告する。 

 
自由発表② 13:35-14:05  

フロー体験を促進するタスク・タイプと学習者要因 

柏 敬太（北海道教育大学附属札幌中学校） 
授業を実践する中で、タスクによって生徒の学習への意欲に差が見られると感じ、より多くの生徒が夢
中になる授業を構築するために本研究を設定した。松村(2017.2020)などの分類に基づいたタスク・タ
イプごとに、活動後に質問紙調査を実施し、フロー傾向を測定するとともに、英語学習動機などとの比較
を行う。 

 
自由発表③ 14:10-14:40  

授業中の教師の英語使用に対する生徒の意識 

濱田 裕介（北海道教育大学大学院生） 
授業中の教師の英語使用に関して、その使用の是非や効果にはさまざまな意見があるが、それらは教師
の視点で述べられたものが多い。「生徒のレベルや実態を考えると英語の使用は難しい」や「生徒の拒否
反応が多い」などの意見は教師の感覚的な部分によるところが大きい。また、程度の差はあるが授業中に
英語を使用していない教師が多いという報告もあり、実際に生徒が教師の英語使用をほとんど経験した
ことがないという場合もある。そこで、実際に生徒が教師の英語使用に関してどのような意識を持って
いるのか、そしてその意識は教師の英語使用を経験する前と後で変化するのかを知るために調査を実施
した。その結果、教師の英語使用に対する意識がポジティブに変化したことがわかった。 

 
自由発表③ 14:40-15:10 

Suggestions for Vocabulary Instruction in Class: Introducing Distributed Learning and Testing 
Effect 
HELES Vocabulary SIG 
Kiwamu Kasahara (Hokkaido University of Education), Norihiko Takeuchi (Hokkaido 
Information University), Hiroya Tanaka (Hokkai Gakuen University), Akira Iwata (Hokkaido 
Musashi Women’s Junior College), Kohei Kanayama (Hokkaido University of Education) 
Do you want to know the secrets for effective vocabulary instruction in class? HELES vocabulary SIG has 
some good tips for improving your vocabulary teaching in class! We have been working on effective 
vocabulary instructions in the past few years. Our suggestions are introducing distributed learning and 
testing effect into your classrooms! Most students like massed learning, a long-concentrated learning in 
one time, because they get some immediate benefit. However, several studies have shown that distributed 
learning, dividing a learning session into several short periods with intervals, leads to better long-term 
retention of learned words. Moreover, students do not like tests. In fact, having tests can consolidate their 
vocabulary learning. We would like to show how these two concepts can be applied to your vocabulary 
teaching in class. 
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４.  参 加 資 格： どなたでも参加できます。本学会会員の皆様をはじめ，非会員の皆様におかれましても，
英語教育に関わっている方，及び 興味・関心をお持ちの方は是非ご参加ください。 

 
５.  参 加 費： 無料 
 
 
６.  参 加 申 込 ：下記 URL から お申し込みください。  

締切 9 月 30 日(木) 17：00           
https://forms.gle/n3aikvs1G8ADj3aK6 

 
 
7．参加方法 
  Web 会議サービスの Zoom を利用します。事前にパソコン・スマホ等にアプリをダウンロード

してください。また，最新版にアップデートしていただけますようお願いいたします。 
 
 ◎ Zoom のダウンロード方法 http://www.heles-web.com/howtousezoom.html 
  ◎ Zoom のアップデート方法 https://support.zoom.us/hc/ja/articles/201362233 
 
8．参加についてのお願い 
 ① Zoom で参加する際，表示されるお名前を参加申込の際に登録したお名前でご参加ください。 
  ★名前の変更方法 https://symphonict.nesic.co.jp/workingstyle/zoom/change-name/ 
 
 ② Zoom 画面の録画，撮影は禁止させていただきます。 

 
③ ご質問やご意見は，Zoom 画面の下のチャットに随時書き込んでください（すべての質問にお

答えできない場合がございます）。 
  

④ 機器や回線の不具合等によりご視聴いただけない場合や途中で終了する場合があります。その
際はご容赦願います。 

 
 

９.  大会事務局   
   北海道教育大学札幌校 志村 昭暢 研究室  
   住所: 〒002-8502 札幌市北区あいの里 5 条 3 丁目 1 番 5 号 
   Email: office@heles-web.com  
   学会 web サイト http://www.heles-web.com/ 
   TEL: 011-778-0382 
 
 


